
葉たばこ農家の支援を求める意見書

政府・与党は、９月２７日、東日本大震災からの復興に向け、所得税、法人税、

住民税、たばこ税を対象とする９．２兆円の臨時増税案を取りまとめた。

たばこは、平成２２年１０月にも１本あたり３．５円の増税がなされたばかりで

あり、既に国内の租税物品の中でも最高の税率になっているたばこという特定の商

品にのみ、これ以上多大な税負担を強いることは、税の公平性の確保の観点から、

大きな不公平感があると言わざるを得ない。

本県は、全国第２位の葉たばこの生産県であるが、近年の喫煙人口の減少や昨年

１０月の増税、東日本大震災などによって売り上げが減少しており、またここ数年、

気象災害等の影響で不作が続いていることもあって、今回の日本たばこ産業株式会

社（ＪＴ）による廃作募集に、本県の葉たばこ農家の約半数が希望をしている状況

にある。

このような中での増税は、葉たばこ農家に壊滅的な打撃を与えるだけでなく、地

域経済や地域農業にも計り知れない影響を及ぼすことは明らかである。

よって、政府においては、たばこ税の引き上げありきではなく、現状を十分に考

慮し、廃作する葉たばこ農家については、経営転換の支援や農地の有効活用を促進

するとともに、栽培を継続する葉たばこ農家が、夢と希望を持って生産に取り組め

るよう、特段の支援を強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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